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自
治
労
連
愛
知
県
本
部
の
第
１
０
８
回
臨
時
大
会
が

１
月
２８
日
、
一
宮
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
３１
単
組
か
ら
１
１
８
名
の
代
議
員
が
出
席
し
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
改
悪
な

ど
「
構
造
改
革
」
路
線
を
イ
ッ
気
に
お
し
す
す
め
よ
う

と
す
る
財
界
・
政
府
に
対
し
て
、
２
０
１
２
国
民
春
闘

で
、
労
働
者
・
国
民
と
の
共
同
の
発
展
で
攻
勢
に
転
じ

よ
う
、
強
大
な
自
治
労
連
へ
組
織
の
増
勢
を
勝
ち
と
ろ

う
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で
、

す
べ
て
の
議
案
を
採
択
し
ま
し
た
。

賃賃賃賃
上上
げげ
、、雇雇雇雇
用用用用
確確確確
保保保保
でで

労労
働働働働
者者
・・
国国国国
民民民民
のの
くく
らら
しし
守守
ろろ
うう

一一宮宮市市
ススポポーーツツ
文文化化セセンンタターー

開
会
あ
い
さ
つ
で
伊
藤
執
行

委
員
長
は
、「
政
府
・
財
界
・

マ
ス
コ
ミ
ぐ
る
み
に
よ
る
公
務

員
攻
撃
で
、
公
務
員
と
国
民
の

分
断
を
図
り
、
悪
政
を
す
す
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
卑
劣

な
流
れ
を
断
ち
切
り
、
要
求
を

前
進
さ
せ
よ
う
。
す
べ
て
の
職

場
で
総
対
話
・
総
学
習
を
す
す

め
、
組
織
の
増
勢
を
勝
ち
と
ろ

う
。
２
・
１１
ト
ヨ
タ
総
行
動
、

３
・
１１
さ
よ
な
ら
原
発
集
会
の

成
功
へ
、
自
治
体
労
働
者
の
奮

闘
を
示
そ
う
。
国
民
・
労
働
者

と
の
共
同
を
広
げ
よ
う
」
と
、

力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
望
月
書
記
長
か
ら

第
１
号
議
案
・
１２
国
民
春
闘
方

針
案
、
付
属
議
案
・
１２
年
度
統

一
要
求（
案
）、
第
２
号
議
案
・

１１
秋
季
年
末
闘
争
の
中
間
総
括

に
つ
い
て
一
括
で
提
案
。
２
０

１
２
国
民
春
闘
の
た
た
か
い
と

し
て
、
�
雇
用
の
安
定
と
生
計

費
原
則
の
賃
金
実
現
を
求
め
る

と
り
く
み
を
強
め
る
。
�
大
企

業
中
心
の
社
会
・
経
済
か
ら
の

転
換
を
求
め
、
負
担
す
る
べ
き

は
誰
か
の
国
民
的
議
論
を
巻
き

起
こ
す
と
り
く
み
を
広
げ
る
。

�
安
全
・
安
心
の
地
域
・
自
治

体
づ
く
り
を
め
ざ
し
、自
治
体
・

公
務
公
共
業
務
の
拡
充
で
、
住

民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

と
り
く
み
を
す
す
め
る
。
�
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
、「
税
と
社
会
保
障

の
一
体
改
革
」
�
「
消
費
税
率

引
き
上
げ
」
を
は
じ
め
と
す
る

庶
民
増
税
反
対
、
原
発
ゼ
ロ
を

め
ざ
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ

の
転
換
と
い
う
、
３
つ
の
国
民

的
課
題
で
の
共
同
を
広
げ
る
。

�
核
兵
器
廃
絶
、
安
保
条
約
破

棄
、
在
日
米
軍
基
地
撤
去
を
求

め
る
運
動
の
前
進
。
�
組
織
の

強
化
・
拡
大
の
と
り
く
み
を
強

め
る
、
の
６
つ
の
柱
を
か
か
げ

ま
し
た
。

職職
場場
・・
地地
域域
かか
らら

たた
たた
かか
いい
のの
うう
ねね
りり
をを

討
論
で
は
、
１３
単
組
・
２３
人

が
発
言
。「
職
場
人
員
闘
争
で

は
、
市
民
へ
ど
う
や
っ
て
公
務

の
重
要
性
を
訴
え
る
の
か
を
論

議
」
村
田
代
議
員
（
豊
橋
市
職

労
）「
非
常
勤
職
員
の
経
験
年

数
加
算
を
勝
ち
と
り
、
新
た
に

２
名
の
非
常
勤
職
員
が
組
合
に

加
入
」
山
本
代
議
員
（
蒲
郡
市

職
）「
新
規
加
入
組
合
員
へ
の

説
明
会
を
若
手
役
員
が
座
談
会

形
式
で
行
い
、
組
合
が
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
て
い
る
」
犬
塚

代
議
員
（
西
尾
市
職
）「
春
闘

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
や
国
家
公
務
員
の

賃
下
げ
に
、
組
合
員
の
関
心
が

強
か
っ
た
。
春
闘
の
主
要
な
課

題
と
し
て
す
す
め
る
」
後
藤
代

議
員
（
港
職
労
）「
市
民
病
院

を
守
る
会
と
共
同
で
署
名
運
動

に
と
り
く
み
、
院
外
助
産
院
を

開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
牧

野
代
議
員
（
新
城
市
職
労
）「
非

正
規
職
員
へ
の
夏
期
休
暇
付
与

を
勝
ち
と
り
、
減
給
保
障
廃
止

は
撤
回
さ
せ
た
」
佐
久
間
代
議

員
（
岩
倉
市
職
）「
医
療
相
談

員
が
足
り
な
い
と
い
う
支
部
か

ら
の
意
見
で
署
名
を
集
め
、
１

名
増
を
勝
ち
と
る
こ
と
が
出
来

た
」
中
川
代
議
員
（
豊
橋
市
職

労
）「
嘱
託
臨
職
交
流
集
会
で

お
互
い
の
状
況
を
認
識
し
、
組

織
強
化
へ
大
き
な
力
に
な
っ

た
」
森
畑
代
議
員
（
名
古
屋
市

市
職
労
）「
東
日
本
大
震
災
で

現
地
に
駆
け
つ
け
た
。
直
営
だ

か
ら
こ
そ
、
復
旧
活
動
に
現
場

の
力
が
発
揮
で
き
た
」
大
井
代

議
員（
名
水
労
）「
介
護
の
、生
活

援
助
時
間
が
短
縮
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
利
用
者
の
、
生
き

る
力
を
引
き
出
す
仕
事
が
短
縮

さ
れ
る
事
に
反
対
」
津
山
代
議

員
（
な
ご
や
介
護
労
組
）「
環

境
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
職
員
が
雇

い
止
め
に
。
新
設
さ
れ
る
セ
ン

タ
ー
へ
１
人
で
も
多
く
行
け
る

よ
う
に
し
た
い
」森
代
議
員（
一

宮
市
労
組
）「
看
護
士
増
員
署
名

を
３
日
間
で
１
０
０
０
筆
以
上

集
め
た
。
要
求
闘
争
の
中
で
活

か
し
て
い
き
た
い
」
鈴
木
代
議

員
（
半
田
市
職
）「
非
常
に
過

酷
な
労
働
条
件
で
や
る
気
を
失

い
か
け
て
い
る
。
労
働
条
件
を

改
善
す
る
た
め
に
組
合
を
強
化

し
て
い
き
た
い
」
津
志
田
代
議

員
（
名
市
病
）
な
ど
、
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

第１０８回

県県本本部部臨臨時時大大会会

�

組
織
拡
大
は
、
組
合
を
強

く
大
き
く
す
る
第
１
歩
。
組
合

員
、
職
員
の
目
に
見
え
る
運
動

を
つ
く
っ
て
、
２
０
１
２
春
闘

を
職
場
か
ら
元
気
に
た
た
か
い

を
す
す
め
よ
う
。
組
合
に
共
感

を
、
信
頼
感
を
寄
せ
る
運
動
を

築
き
上
げ
よ
う
。

�

非
正
規
を
含
め
た
組
織
強

化
、
賃
金
労
働
条
件
の
改
善
も

必
要
。人
員
増
の
た
た
か
い
も
、

住
民
の
た
め
の
仕
事
、
住
民
の

要
求
が
何
な
の
か
、
と
い
う
立

場
で
運
動
を
す
す
め
よ
う
。

�

保
育
・
介
護
・
防
災
等
、

住
民
が
困
っ
て
い
る
時
に
手
が

さ
し
の
べ
ら
れ
る
、
自
治
体
労

働
者
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
く

事
が
必
要
。
制
度
要
求
な
ど
、

住
民
と
と
も
に
、
運
動
を
す
す

め
よ
う
。

�

ア
メ
リ
カ
・
財
界
の
い
い

な
り
の
政
府
は
、
労
働
者
・
国

民
の
願
い
に
逆
行
し
、
賃
金
削

減
や
社
会
保
障
改
悪
・
消
費
税

増
税
な
ど
を
、
説
明
も
な
し
に

押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
相
手
の
陣
営
も
行
き

詰
ま
り
の
中
で
必
死
に
な
っ
て

い
る
現
れ
。
今
は
橋
本
・
河
村
・

石
原
な
ど
が
国
民
の
怒
り
の
受

け
皿
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
民

は
、
自
公
政
治
、
民
主
党
政
治

の
「
構
造
改
革
」
路
線
に
ノ
ー

を
突
き
つ
け
て
い
る
。

今
は
変
化
の
時
代
。
職
場
と

地
域
か
ら
困
難
の
原
因
が
ど
こ

に
あ
る
か
を
考
え
、
行
動
し
、

ひ
と
つ
で
も
前
へ
た
た
か
い
を

す
す
め
た
時
に
、
こ
の
時
代
を

生
き
た
と
い
う
喜
び
に
つ
な
が

る
。
９９
％
の
先
頭
に
立
っ
て
、

２
０
１
２
国
民
春
闘
に
大
い
に

奮
闘
し
よ
う
。

９９９９
％
の
先先
頭頭
に
立立
っ
て

共
同同
を
広広
げ
よ
う

総括答弁

「地域主権改革と市民生活を
考えるシンポジウム」
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国
家
公
務
員
の
賃
下
げ
は
、

公
務
員
以
外
の
労
働
者
の
賃
下

げ
に
つ
な
が
り
、
国
内
の
購
買

力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
景
気
回

復
に
は
賃
金
引
き
上
げ
が
必
要

で
あ
り
、
賃
下
げ
法
案
は
こ
の

流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
と
、
２

月
２
日
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
く

中
、
賃
下
げ
法
案
廃
案
に
む
け

て
、
国
会
前
座
り
込
み
行
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。座
り
込
み
は
、

全
労
連
公
務
部
会
が
呼
び
か

け
、
と
り
く
ま
れ
て
い
る
も
の

で
、
１
月
３１
日
か
ら
、
２
月
９

日
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
自
治
労
連
愛
知
か
ら

も
参
加
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
集
会
で
は
、
主
催

者
を
代
表
し
て
公
務
部
会
・
野

村
代
表
委
員
（
自
治
労
連
委
員

長
）
が
あ
い
さ
つ
し
、「
野
田

政
権
の
悪
政
を
ゆ
る
さ
ず
、
賃

下
げ
法
案
を
廃
案
に
さ
せ
、
国

民
生
活
を
守
る
た
め
に
も
、
国

民
世
論
を
大
き
く
し
て
い
こ

う
」と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
２６
日
、
労
働
会
館
で
愛

労
連
主
催
の
「
最
賃
・
賃
金
問

題
学
習
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
に
は
、
２
月
か
ら
始

ま
る
「
最
賃
生
活
体
験
・
家
計

簿
チ
ェ
ッ
ク
」
へ
の
参
加
者
を

含
む
約
３０
名
が
出
席
。
愛
労
連

吉
良
事
務
局
長
が
、「
生
計
費

調
査
結
果
を
い
か
し
、
生
活
で

き
る
賃
金
の
確
立
を
め
ざ
そ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
奈
川
労
連
福
田

裕
行
副
議
長
が
講
演
。
現
在
の

最
低
賃
金
が
、「
生
活
保
護
水

準
を
下
回
る
最
低
賃
金
は
違
法

と
し
て
起
こ
し
た
裁
判
を
報

告
。
全
国
的
な
支
援
を
訴
え
る

と
と
も
に
、「
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
金
底
上
げ
が
、
私
た
ち

の
労
働
条
件
改
善
に
つ
な
が

る
。
最
賃
問
題
を
自
分
た
ち
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
春
闘
を
た

た
か
い
抜
こ
う
！
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、「
こ
の
春

闘
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
最
賃
・

公
契
約
問
題
だ
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
、
春
闘
に
向
け
活

発
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し

た
。自

治
労
連
か
ら
は
、
５５
人
が

最
賃
生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
８０

人
以
上
が
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

●愛知の最賃額 ７５０円
１日８時間１カ月２２日働いても１３２，０００円
※最低生計費（税込月額）２２３，２３０円と比

べても最低の生活をするのに９１，２３０
円足りません。

安くて
安心

自
治
労
連

�����
病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

愛知の最低賃金額は、７５０円で愛労連がとり
くんだ最低生計費の調査結果（１２８５円）と比較
しても５８％程度です。最賃ギリギリの生活を余
儀なくされる非正規労働者が増加するなか、就
職難などから若者の失業率も高止まりしていま
す。年収２００万円以下の労働者が全体の２２．９％
を占める一方で、年収１５００万円以上の富裕層は
全体の１．２％（１０年）。世界中で巻き起こってい
る１％の富裕層 Vs９９％の貧困層のたたかい
は、日本でも広がりを見せています。

１
月
１９
日
、
県
本
部
保
育
所

部
会
は
、
愛
知
県
の
子
育
て
支

援
課
と
保
育
所
の
最
低
基
準
問

題
等
で
、
話
し
合
い
を
も
ち
ま

し
た
。
現
行
の
保
育
所
最
低
基

準
や
県
の
基
準
を
維
持
・
改
善

す
る
要
望
に
対
し
て
県
は
、「
現

行
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
」「
市

町
村
の
関
係
者
に
も
聞
い
て
、

２４
年
度
中
に
条
例
化
し
た
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

懇
談
で
県
は
、「
所
管
の
認

可
園
に
つ
い
て
、
図
面
を
見
て

面
積
・
人
員
を
調
べ
た
。
定
員

オ
ー
バ
ー
の
園
に
対
し
て
は
、

定
員
の
見
直
し
か
部
屋
の
拡
張

を
依
頼
し
た
」
と
説
明
。
面
積

基
準
に
つ
い
て
は
、「
７
３
１

園
中
、
９
割
は
乳
児
室
の
面
積

基
準
３
・
３
�
を
ク
リ
ア
し
て

い
た
」
と
す
る
一
方
、
職
員
配

置
基
準
に
つ
い
て
は
、「
現
行

の
最
低
基
準
ど
お
り
で
い
き
た

い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

保
育
所
部
会
か
ら
は
、
低
年

齢
児
の
途
中
入
所
に
対
す
る
補

助
金
や
建
物
の
耐
火
基
準
な
ど

の
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し

た
保
育
士
の
話
を
も
と
に
、「
実

際
に
震
災
な
ど
の
危
機
に
直
面

し
た
時
、
今
の
人
員
配
置
基
準

で
子
ど
も
の
命
を
守
り
き
る
こ

と
が
出
来
る
の
か
。
検
討
を
お

願
い
し
た
い
」「
条
例
化
の
検

討
会
メ
ン
バ
ー
に
は
公
募
を

使
っ
て
欲
し
い
」
と
要
望
。
県

は
、「
職
員
配
置
基
準
の
一
律

の
条
例
化
は
難
し
い
」「
公
募

は
考
え
て
い
な
い
」
と
回
答
し

ま
し
た
。

▼
嘱
託
の
方
た
ち
も
、
正
職
員

と
同
じ
よ
う
に
働
い
て
い
ま

す
。
同
等
の
身
分
・
条
件
で
働

け
る
と
、
や
り
が
い
も
増
し
て

い
い
で
す
ね
。（
原
潤
子
・
名

市
病
労
組
）

▼
昨
年
は
、
宮
城
県
の
復
興
支

援
の
一
助
と
し
て
「
石
巻
の
笹

か
ま
」
を
職
場
で
共
同
購
入
し

た
り
、
お
歳
暮
に
つ
か
い
ま
し

た
。
今
年
も
東
北
を
応
援
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
南
波
喜
恵

子
・
名
古
屋
市
職
労
）

▼
以
前
は
、
組
合
の
仲
間
と
何

で
も
話
し
合
え
た
気
が
し
ま

す
。
給
与
の
昇
給
が
む
つ
か
し

い
今
、
も
っ
と
話
し
合
え
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
誘

い
合
え
る
組
合
に
。（
早
瀬
牧

子
・
学
事
労
）

▼
５
月
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
ま

す
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合

に
出
れ
た
ら
い
い
な
。
今
年
は

名
古
屋
に
勝
ち
た
い
な
ぁ
。

（
竹
内
彩
子
・
豊
橋
市
職
労
）

２２００１１２２����
������������		
� �����
�哲学 �経済学 �階級闘争
※受講料 １５，０００円

� ��	
���
�権利 �要求 �団結

※受講料 １２，０００円

※各コースとも、修了者には受講
料の半額を県本部から補助しま
す。

�
�
�
�
	


��


�

なくせ�ワーキングプアー

�
��

�

国
会
前
座
り
込
み
行
動

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�




�
�
��

�
�
�

愛
労
連

学
習
会

���������
����������
県本部保育所部会が県と懇談


